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農業 ■問い合わせ先　農政総務課  TEL 055-223-1583

ハイクオリティやまなし
High Quality Yamanashi

　山梨県の農業は、変化に富んだ自然や大消費地の東京圏に近い有利な立地条件を生かしながら、農業者のたゆまぬ
努力と「匠の技」などにより、果樹、畜産、野菜、水稲、花き、水産などの特色ある産地を形成しています。中でも果樹
は農業生産額の約 6 割を占め、ブドウ、モモ、スモモは全国一の生産量を誇っています。
　さらに、「甲州牛」や「甲州富士桜ポーク」などのブランド食肉の認知度向上や、日本で初めてキングサーモンとニジマス
を交配させて誕生した「富士の介」など農畜水産物のブランド化を推進し、本県農畜水産物の高付加価値化に取り組ん
でいます。

■耕地面積(令和5年7月15日現在)■農業生産額（令和4年）（単位：百万円）

資料：令和4年農業及び水産業生産額実績（山梨県農政部）
（端数処理により内訳の合計は100%にならない）

  資料：耕地及び作付面積統計（農林水産省）
（統計表の基準により四捨五入したため、計と内訳は一致しない。）

農業生産額
113,887百万円

米
6,067
（5.3％）

花き
4,031
（3.5％）

その他
3,665
（3.2％）

果実
71,303
（62.6％）

野菜
14,976
（13.1％）

畜産物
13,845
（12.2％）

樹園地
9,880ha
（43％）

牧草地
857ha
（4％）

田
7,610ha
（33％）

普通畑
4,710ha （20％）

畑
15,400ha
（67％）

面積
23,100ha

おいしい未来へ やまなし

「ぶどう畑の紅葉」撮影場所：甲州市
（第17回やまなし農村風景写真コンクール　山梨県知事賞作品）

「後光さす棚田」撮影場所：南アルプス市
（第17回やまなし農村風景写真コンクール　審査委員長賞作品）

県オリジナル品種「サンシャインレッド」

農業

　アニマルウェルフェアとは「動物福祉」「家畜福祉」
とも訳され、鶏を地面に放して飼う平飼いや牛の放牧
など、家畜の快適性に配慮した飼養管理を行うことです。
県では認証制度を全国に先駆けて創設しました。講習
会の受講などにより知識を習得した上で、家畜の飼育
面積や環境などの基準を満たす実践農場をそれぞれの
達成割合に応じた3つのランクで認証します。認証ラン
クに応じたロゴマークを付与することで、消費者は新た
な価値の付いたブランド畜産物を選びやすくなっていま
す。

アニマルウェルフェア

「おいしい未来へ やまなし」のロゴマーク

　近年、担い手の高齢化による労働力不足や温暖化の
影響などにより、農産物の生産量や品質の維持が困難に
なっています。高品質な農産物を安定して生産するには、
生育や栽培環境などのデータを収集・解析し、これに基
づき栽培管理に取り組むことが必要です。
　このため、県では、令和４年度から農産物の生産量を
飛躍的に向上させる「データ農業」の技術開発に取り組
んでおり、シャインマスカットなどで高品質・安定生産を実
践する篤農家の高度な栽培管理データを収集し、匠の技
の見える化を進めています。
　高品質を維持し、多収生産を可能とするデータ農業技
術を早期に確立し、普及を図っていきます。

データ農業

　土壌に炭素を貯留することで、大気中の二酸化炭素濃
度を低減し、地球温暖化を抑制する国際的な取り組みで
ある「4パーミル・イニシアチブ」に、本県は令和2年4月から
日本の地方自治体として初めて参加しています。本県の
主要農作物である果樹の剪

せんてい

定枝を炭化し、土壌に貯
留する取り組みを中心に、その対象を野菜や水稲に
も拡大し、二酸化炭素濃度の低減に貢献しています。
この取り組みにより生産された農産物を認証すること
で、環境に配慮した農産物としてのブランド化を図り、高
付加価値化を目指しています。

4パーミル・イニシアチブ

ブドウの剪定枝からできたバイオ炭／「4パーミル・イニシアチブ」のロゴマーク 快適性に配慮した飼養管理／「アニマルウェルフェア」のロゴマーク

データでブドウの生育を管理

　本県は良質な水や長い日照時間、豊かな土壌に恵
まれており、高品質な農畜水産物が生産されています。
また、脱炭素化に貢献する４パーミル・イニシアチブや
家畜の快適性に配慮するアニマルウェルフェアなど、
農業分野から持続可能な開発目標（S

エスディージーズ

DG s）の実現に
向けた取り組みを全国に先駆けて実践しています。
　県では、「おいしい未来へ やまなし」をキャッチフ
レーズに、県産農畜水産物の魅力や価値をＰＲしてい
ます。基準を満たす農畜水産物には、山梨を象徴する
富士山に、未来の輝きを表す星の形をかたどったロゴ
マークを使用することができます。
　今後も生産者の所得向上のため、国内消費や輸出
のさらなる拡大に向け、プロモーションを積極的に展開
し、山梨県の農畜水産物のブランド力をさらに高めてい
きます。


